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地方議員の年金問題は、また復活しそうな兆しだ。 
一体どう考えればよいのだろう？ 
世界を見渡して考えるためのデータが満載。 
 
 
〔帯より〕 
数字が示す。日本の地方議会議員報酬・年金制度は超特権的 
・地方議会議員１人当たりの年間報酬平均（年金コストを含む） 
 日本 762 万円 韓国 240 万円 イギリス 74 万円 アメリカ 65 万円 ドイツ

50 万円 フランス・スウェーデン・スイスは、ほぼ無報酬！（日当・所得減少

分補填のみ） 
さらに、世界の議員をめぐる性格で詳細なデータを収録。 
これらの数字に、あなたは間違いなく愕然とするだろう 
 
さらに驚く！ 日本の地方自治体と米国の州・大都市との徹底比較 
米国：議員報酬は「フルタイム」か「中間型」か「パートタイム」かで厳密に

算定。日額制や月額制も多く、議員報酬が少ないから、当然、年金額も低い。 
日本：世界からみれば、日本の基礎自治体の実態はパートタイム型。なのに、

日額制・月額制をとる自治体は、ニュースになるほど少ない。議員報酬・年金

額表を一覧すれば、唖然とする数字のオンパレードだ。 
地方財政再建は、議員報酬・年金制度の見直しから始まる！ 
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